
 

令和５年度 府立北嵯峨高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（実施） 
 

学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標） 
「独創質実（何事も自ら考え、主体的に判断し、真摯な態

度と素直なこころで行動する。）」の校是の下、高校生活
の限られた時間の中、集中力と工夫により学習と部活動の
両立を実践し、「人を育て、心を育む」教育を目指す。 

 
 具体的には、 
１ 規律ある生活により、学力・体力・情操の向上を図

る。 
２ 科学的認識を養い、創造性と実践力を育てる。 
３ 保護者・地域との連携を深め、生徒の進路についての

願い を実現することに努める。 
４ 地域の歴史と文化遺産に対する理解を深め、その文化
を守り育てる力を養う。 

【成果】(1)新学習指導要領の実施や観点別評価などはスムー

ズに導入することができた。(2)iPad の活用場面が増えてき
た。(3)遅刻０を達成するなど生活習慣・学習規律などが確立
されている。(4)部活動や生徒会は活発に活動している。(5)

進学や就職については優れた成果を上げた。(6)人権学習は学
年毎に丁寧に実施できている。(7)配慮を要する生徒の情報を
共有し専門機関とも連携して組織的に対応することができ

た。 
(8)広報活動は好評であった。 
【課題】(1)観点別評価は研究を続け改善していく必要がある

。(2)スタディサプリの活用に差があり、一層個別最適な学び
に繋げる必要がある。 (3)部活動・生徒会において地域との
連携や生徒の自発的な活動などを増やして行くことが望まれ

る。(4)地域の教育資源を活用する場面や保護者の参加機会を
拡大する必要がある。(5)コロナ禍を経験した生徒のメンタル
面のサポートが必要。(6)進路に向けた活動を早期に取り組め

るようにする指導が必要。(7)ICTの活用が広がっているが情
報モラル・ルールの確認が必要。(8)交通マナーの指導を徹底
して行う必要がある。 

(1) 新学習指導要領に基づく教育の研究・実践 

新学習指導要領に基づいて、指導と評価の一体化についての研究・実践を
推進し、社会で必要とされる資質・能力の育成に資する。 
(2) ICTの効果的活用と家庭学習の定着 

授業でのタブレット利用や家庭でのスタディサプリの有効活用などを促進
して、学習指導の一層の充実を図る。 
(3) 部活動のさらなる充実と発展 

運動部・文化部の活性化を推し進めて「強い北嵯峨」を実現し、生徒の自
己肯定感や達成感の高揚をはかるとともに、豊かな人間性の育成に資する。 
(4) 嵯峨・嵐山の教育資源の積極的活用 

歴史的風土に恵まれ、観光資源豊かな北嵯峨という地域のメリットを最大
限に生かし、地域への関心を深め、課題意識をもって学ぶ活動を実践する。 
(5) 個に応じた指導と合理的配慮についての柔軟な対応 

個々に多様な困難や課題を抱える生徒一人一人の状況に応じて、きめ細や
かに連携しながら、チーム学校として対応する体制づくりを進める。 
(6) 健康・安全に主体的に適応できる生徒の育成 

ウィズ・コロナ（ポスト・コロナ）社会における変化に柔軟に対応し、交
通安全を含め自分と他人の身を守る行動をとるなど、健康・安全に主体的に
適応できる生徒の育成を目指す。 

 
評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題 

学習指導 
 

◇新学習指導要領に基づいた教育実践を顧み、指

導と評価の一体化によりカリキュラムマネジ
メントを実施する。 

◆昨年度の指導と評価の状況を分析し、社会で必要とされる資質・

能力を育成するための「主体的・対話的で深い学び」を実現す
る。 

１ Ｂ  

 
 
Ｂ 

ICTの活用は進んでおりより効果的な活用が求め

られる。個々に「主体的・対話的で深い学び」に
向けた取組はできたが、学校体制として取り組み
学力向上を目指す必要がある。スタディサプリの

活用する場面が増えたが、活用範囲を広げ、家庭
学習の定着にも繋げていきたい。 

◇iPadやスタディサプリなど ICTの活用方法を

精査し、学習習慣の確立と学力向上を実現する
とともに、学びの保障につなげる。 

◆iPad 等の活用法を校内で共有し、研究する。組織的なスタディ

サプリの活用により基礎学力を定着させ、家庭学習の習慣化を
図り、発展的学習へつなげる。オンライン授業等様々な教育形
態を利用し、学びを止めない体制を構築する。 

２ Ｂ 

生徒指導 
特別活動 

◇集団への帰属意識を育成し基本的な生活習慣
を身につけさせる。 

◆身だしなみ指導を通じて、本校生徒としての自覚と誇りを養う
とともに、基本的生活習慣の定着を図るために教職員の共通理

解と一致した指導体制を構築する。 

３ Ｂ  
 

 
Ｂ 

生徒と連携して服装規定を見直した。ルールの意
味を生徒・教職員が共通理解する必要がある。挨

拶や清掃はできるが、身だしなみや校則の遵守は
改善の余地がある。交通マナーは依然として課題
であり、自転車も歩行者も指導が必要である。生

徒会が学校行事や地域活動に参加し責任感や社会
性を高めた。生徒の自主性の創造性を高めていく
ことを目指す。 

◇交通規則の遵守と交通安全に対する意識を高
める。 

◆関係各団体と協力し、交通規則の順守と、自転車の交通マナー
及び交通安全に対する生徒の意識を向上させる。 

４ Ｂ 

◇生徒会や部活動を活性化し、地域の教育資源を
活用しながら生徒の主体性・社会性を育成す

る。 

◆生徒会や部活動を奨励し自らを研鑽する姿勢と豊かな人間関係
を獲得するとともに、地域の活動に主体的に参加することで社

会性やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ精神による豊かな人間性の育成を目指す。 

５ Ａ 

進路指導 
 

◇教職員全体で、生徒一人ひとりの希望進路実
現に向けて進路指導を行い、キャリア意識の

形成を図る。 

◆個々の生徒の学力状況・学習状況・進路希望をデータに基づい
て客観的に把握し、多方面から指導し、学力向上と進路希望実

現を図るための情報提供や指導体制構築をおこなう。 

６ Ａ  
 

 
Ａ 

情報共有を行なうことができているが、各方面が
連携したシステムが必要である。学年に応じた段

階的な進路学習は成果を上げており継続する。進
路に向けた活動を早くから取り組めるように意識
付けし、国公立大学や難関私立大学への進学を促

進することが望まれる。受験期の授業や指導の在
り方を検討し受験が迫っても進路が決まってもし
っかり高校生活を送れるような体制が望まれる。 

◆キャリア教育や進路指導を充実し、学内外の連携のもとで生徒 

個々の進路意識の向上を図るとともに、適性と希望に応じた進
路指導を推進し、進学・就職ともに第一志望実現率の向上に努
める。 

７ Ｂ 



人権教育 
 

◇人権問題を正しく理解させ、いじめの根絶を図
る。  

 

◆あらゆる教育活動に人権の視点を入れ、同和問題をはじめとす
る様々な人権問題の解決や、いじめ等の未然防止のための意識
を高め態度を育成する。  

８ Ｂ Ｂ 人権学習の時間における取り組みは充実している
が、人間関係構築に苦手意識を抱く生徒が増加す
るなど時代に応じた内容の見直しが必要である。 

健康・安全教
育 

◇健康の維持増進や安全について自己管理がで
きるように促す。 

◆健康診断の結果を基本的生活習慣の確立への指導に繋げ、主体
的に自己の健康を管理・実践できる力を養う。 

９ Ａ  
 
 

 
 
Ａ 

主体的な健康管理について医療機関受診を促した
り保健便りによる啓発など意識を高めている。生
徒が清掃活動に主体的に取り組めるような指導を

徹底するべきである。様々な課題を抱える生徒に
対して保健部を中心に、教育相談会議で情報共有
を行い、SC や SSW と連携し丁寧に対応できた

が、SCの時間不足が課題である。熱中症対策、感
染症対策などを進める必要がある。 

◇教育環境づくりを推進するとともに、保健衛
生の意識を高める。 

 

◆日々の清掃活動を徹底し、美化意識、公共心を養い、良好な学
習環境を自分たちで作り出す意識を育む。 

◆ウィズ・コロナ（ポスト・コロナ）下において保健衛生を意識

した主体的な行動がとれる態度の育成を目指す。 

10 Ｂ 

◇教育相談を充実させ、特別な支援を必要とする
生徒への組織的対応の推進を図る。 

◆日常の生徒観察を重視し教育相談会議と連携を図り、安心・安
全な学校生活を送れるように支援する。 

◆様々な課題を抱える生徒については、関係機関・SC・SSW
と連携しながら、発達段階に応じて教育的・心理的な支援を行
い、気軽に相談できる体制づくりに努める。 

11 Ａ 

図書館指導 
 

◇図書館を活用した指導を充実させ、生徒の主体
的で深い学びにつなげる。 

◆ICT の効果的な活用を含め、図書館の機能や役割の充実を図り、
授業や探究学習等の教育活動を支援する。文化的行事を企画し、

図書委員会活動の活性化を図り、生徒の主体的で深い学びにつ
なげる。 

12 Ａ Ａ 図書委員会や教科指導により、生徒の読書活動が
活発化した。朝読書やビブリオバトルなど多彩な

取り組みが行われた。図書館の運営を改善し、生徒
が本に親しむ機会を増やすことが目標である。 

安全管理 
情報管理 

◇適切にリスク管理を行い、安心・安全な教育活

動を継続する。 

◆危機管理マニュアルの見直しや研修・訓練を実施することで、

生徒・教職員の危機管理能力を高める。 

13 Ｂ  

Ｂ 

避難訓練を実施できたが、一人一人に危機に対す

る行動を考えさせる必要がある。大災害が起こっ
た今、危機管理への認識を常に新たにし訓練・研修
が必要である。情報モラル向上が重要である。 

◇ICT 活用の拡大に対応して生徒・教職員の情報

モラルやセキュリティ意識を高める。 

◆講演会やルール作りを通して生徒の情報モラルを高め、セキュ

リティインシデントの教員研修などを実施する。 

14 Ｂ 

家庭・地域社
会との連携 

◇広報活動の一層の充実を目指し、迅速できめ細
やかな情報提供を図る。 

◆各中学校との連携を深め信頼関係を築く。HP や SNS を活用
した広報活動を一層充実させ、「行きたい」学校作りを進める。 

15 Ａ  
 

Ａ 

HP や SNS を活用し学校情報を発信できている。
地域資源を活かした教育を深化し、学校の魅力を

伝える取り組みを実施したい。課外活動での地域
との連携を強化し、生徒の活躍を広報することで
信頼される学校を目指す。 

◇地域に根ざし、保護者や地域に信頼される学校
作りに努める。 

◆学校運営協議会・PTA との連携を深め、地域の資源や文化的歴
史的価値を活用した教育を推進し、地域に根ざした信頼される

学校作りに努める。 

16 Ａ 

 

 
 

学 校 関 係 者 
評 価 委 員 会 
に よ る 評 価 

 
 

教育活動は学習面・特別活動など３年間で成果を上げており進路結果にも表れている。しかし自宅学習など自主的・自発的な
学習習慣の定着が課題である。 
新型コロナウイルス感染症による教育活動の制限が無くなり、行事など生徒の活動が活発化している。さらに生徒会やボラン

ティア活動など生徒の自主的な活動で地域社会との連携を図っていく必要がある。ただし感染症対策は引き続き必要である。 
小中高で地域と密着した取り組みが行われており、一層連携して段階的に生徒育成を図り、地域のリーダーを育てることが望

まれる。 
創立５０周年を節目として活用し、地域に根ざした学校のイメージを定着させることが望まれる。 

 

次 年 度 に 
向けた改善の 
方 向 性 

 生徒が自主的に考え、行動できるような場面を創出する。様々な機会をとらえ多様な集団の中で人間関係を築くコミュニケー
ション能力の育成を図る。生徒が学校外に出て他校種や地域社会などと積極的に関わる機会を増やす。創立５０周年を契機とし
未来の北嵯峨高校の姿を明確にする。 

 


